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基礎ゼミの最大の目的は、学生の主体的・能動的な学修の能力を形成する
ことです。主体的・能動的学修とは、自ら課題を設定し、その課題に対して自分
自身、そして社会や学会が納得できるような答えを模索していくことです。この
ため、情報を検索・収集し、収集した情報を整理・分析し、問題を発見し、自分
の考えを他人に文章や言葉で伝達する一連の課題探究過程を実践します。
そして学修の過程や結果を学修記録簿を作成して、学修を自ら管理していく
習慣を確立していけば、徐々に主体的・能動的学修の力が育まれていきます。

地域学ゼミは、基礎ゼミで培った主体的・能動的学修力を活用する「問題解決学習
（problem based learning）」という方式に則って進められます。地域学ゼミでは、現実の
地域社会が抱える様々な問題を取り上げて、学生が自ら解決策を探求します。こうした活
動の中で主体的・能動的学修力を更に研鑽することが狙いです。問題設定のためのアイデ
アを出していく時には、ブレーンストーミング（特定のテーマについて様々なアイデアを協
働的に創出していく手法）が有効ですし、アイデアを構造化して問題を分析していく時には
KJ法（多様なアイデアをカテゴリー分けして思考を構造化していく手法）が有効です。

① 主体的・能動的学修の態度を獲得すること
② 資料（情報）の検索･収集･整理に関する基本的技能を習得し、初歩的な研究倫理観を育むこと
③ 問題発見能力を高めること
④ 基本的な文章構成力･発表能力･討論能力などを獲得すること
⑤ 学生と担当教員および学生相互におけるコミュニケーションをとれること
⑥ 安全で健康的な学生生活を送ることができること

① 学部横断チームの一員として自分の役割を認識し行動できること
② 学部横断チームの一員として他者の役割を判断し適切に働きかけることができること
③ 地域の問題に関する資料（情報）の検索・収集・整理・分析ができること
④ 発表会で適切な行動ができること
⑤ 地域が有している課題を発見できること
⑥ 地域の状況をデータに基づいて適切に把握し、それらの可視化や比較分析ができること
⑦ 地域が有している課題に対し、エビデンスに基づいた解決策を提案できること

もしできれば、問題設定や解決手法を考察するときには、他の講義や演習で学んだ知識や技能を積極的に活用してみて
ほしいと思います。学問知を活用して深い問題意識や斬新な解決手法を提示し、教員を驚かせましょう。




